
10

丘高校啓明コースの高等部へ進学した。それぞれが

違った道へ巣立っていくという卒業式ではないの

で、送辞も答辞も行っていないシンプルな卒業式

だった。

アメリカでのテロ事件があり卒業前に実施されて

いた、カナダへの語学研修が中止となった等、学校

行事が大きく変わった1年であったため卒業生にも

影響を与えた卒業式となった。

専門学校卒業式
187人が巣立つ

専門学校の平成13年度卒業式を、3月15日に三

浦会館6階大ホールで挙行した。

君が代斉唱の後、卒業生187人の一人ひとりの名

前を学科主任が読み上げ、各学科代表には田中校長

より証書が手渡された。

校長からは、「インテリジェンス（知性）、カル

チャー（教養）、キャラクター（個性）を身に付け

た立派な社会人として活躍してほしい」との式辞が

あった。その後、情報経理学科の丸山まなみさんが

卒業生代表として謝辞を述べ、校歌斉唱の後、式を

閉じた。

午後からは同窓会との共催による卒業記念パー

ティーが、ホテルグランコート名古屋にて開催され

た。

第5回FDフォーラム開催

去る3月25日、大学リサーチ・センター大会議室

において、第5回FDフォーラムが57人の参加者を

得て開かれた。今回のフォーラムは、「Webの教育

への活用と電子化支援」というテーマに基づくもの

であり、｢学術情報センターにおける支援環境の現状

と今後の方針｣（水島章次・学術情報センター長・教

授）、｢教材の電子化支援と活用へのサポート体制｣

（杉山恵子・教育技術員）、｢授業録画と電子化教材｣

（竹森一正・経営情報学部教授）と題する基調報告

がそれぞれ行われた。

水島センター長は、教材の電子化や授業作りに

Webを活用することのメリットと現状を報告し、こ

れまで情報化推進委員会による調査を行い、1998年

9月から教育用Webサーバの暫定運用を開始したこ

と、2001年の夏期にはWebサーバをさらに強化し

てきた経緯などを紹介した。水島センター長は、平

成10年後期より教育用Webサーバを活用した授業

科目の変遷を資料として提示し、利用科目数は漸次

増えている状況にあるものの、ダイヤルアップ回線

の運用、可搬型カードリーダの利用、学科・研究室

紹介Webサイトの整備、学生用Webサーバの公開

などの課題と取り組む必要があると、今後の問題を

提起した。

続いて、杉山教育技術員は、教材の電子化を支援

する具体的なプロセスを説明し、学術情報センター

の支援として、汎用的なテンプレートの提供、講習

会の実施、加工作業のサポートなどを保証すること

春日丘中学校卒業式

謝辞を述べる丸山まなみさん
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ができると述べ、授業形態に応じたWebページを作

成し、教材の電子化に取り組むことの重要性を呼び

かけた。

さらに竹森教授は、担当科目である｢原価計算論｣

において練習問題の計算過程の解説を録画し、Web

ページに公開している様子を紹介した。特に、試験

時にWebページで学生と対応する実例、試験結果の

開示を利用する方法などは、学生の勉強や生活上の

動機付けに対して、竹森教授の斬新な工夫が見られ

たため、フォーラム参加者の興味や関心を呼んだ。

報告の後に活発な討論が行われ、勉学への動機付

けや教育効果をあげるために、Webの利用と教材の

電子化を図る必要性があるという意見が多く出され

た。しかし並行して、人間的な指導や顔の見える教

育も、看過すべきではないという意見も多く出され

た。

（FD実施支援対策検討部会員

大学教授・国際文化学科　河内信幸）

日本物理学会秋季大会
9月 6日から大学で開催

2002年日本物理学会秋季大会が大学で開催され

る。期間は9月6日（金）から9日（月）の4日間、

キャンパス全域に及ぶ40の講演会場で講演件数は

約3,000件、招待講演件数は35件、シンポジウム講

演件数150件、体育館でのポスターセッションと展

示。1日の参加者だけで約3,500人の会員を迎えると

いう大がかりなもの。

この間には、市民向け講演会や小・中・高・大学

生向け理科実験なども企画されている。また、ユ

ニークな試みの一つとしてとして託児室も開設され

る。

この大会の準備のために実行委員会も組織され、

顧問に、飯吉厚夫学長、井上順一郎物理学会名古屋

支部長。実行委員長に宮脇澤美教授、副委員長に岡

島茂樹教授、黒田勉教授が就任、27人の学内外会員

が委員としてそれぞれ役割分担し、準備活動をすす

めている。

国際会計研究学会
第19回大会

平成14年 8月 29日から大学で開催

国際会計研究学会（会員数537人）第19回大会が

大学において平成14年8月29日（木）および30日

（金）の両日開催される。22号館を中心に29日は会

員総会、シンポジウム「異なる社会的、文化的およ

び経済的環境における会計の役割」が開かれ、30日

は自由論題報告5件が報告される予定である。本大

会の特色として、米国、韓国、中国およびマレーシ

アからの報告者が予定され、日本人による英語によ

る報告も企画されている点がある。すでに大会準備

のために竹森一正経営情報学部教授を中心とした本

学部会計担当教員による準備委員会も組織されてお

り、内外でその成果が大いに期待されているところ

である。

大学同窓会の杉浦秀延副会長が

抹茶茶碗を大学に寄付

大学同窓会の杉浦秀延副会長（昭和56年度・工

業化学科卒業）が卒業して満20年経ったのを記念し

て、さらには大学関係者、諸先輩への感謝を込めて、

紅白一対の抹茶茶碗を寄付された。

FDフォーラム会場風景


